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愛
知
教
育
大
学
で
J
1
C
A集
団
研
修
開
講
式

日
本
国
際
協
力
機
構

(J
I
C
A
)
集
団
研
修

「
産
業
技
術
教
育
」

コ
1
ス
の
開
講
式
が

m月
6
日

午
前
、
愛
知
教
育
大
学
で
行
わ
れ
た
。

同
研
修
は
、
日
本
の
進
ん
だ
産
業
技
術
教
育
を
発

展
途
上
の
国
々
の
教
育
関
係
者
に
学
ん
で
も
ら
い、

自
国
の
教
育
現
場
で
役
立
て
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
、

同
大
で
は
例
年
、
こ
の
時
期
に
研
修
貝
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
今
回
は
、
ポ
ツ
ワ
ナ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ

レ
ス
チ
ナ
、

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ア

1
・
、
ネ
ピ
ス
、

セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

ト

ル
コ
か
ら
針

m人
が
受
講
。
式
に
は
研
修
員
と
、

J

I
C
A中
部
国
際
セ
ン
タ
ー
の
奥
山
明
次
長
、
同
大

の
松
田
正
久
学
長
ら
犯
人
余
が
出
席
し
た
。

北
村
一
。浩
准
教
授
(
技
術
教
育
)
の
閉
式
の
辞
で

始
ま
り
、
松
田
学
長
が
「
本
学
で
は

1
9
9
9年
よ

り
こ
の
研
修
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

1
カ
月
余
の
研

修
で
多
く
を
学
ば
れ
、
自
国
の
教
育
の
場
に
生
か
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
日
、
日
月
は

日
本
の
ベ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、

こ
の
滞
在
を

頃
ぜ
ひ
と
も
楽

封

し
ん
で
く
だ

捌

き
い
」
な
ど

る

と
英
語
で
歓

す

迎
の
挨
拶
。

財

研
修
員
も
そ

樹

れ
ぞ
れ
経
歴

の

や
現
職
を
自

泡

己
紹
介
し
、

E
「
こ
の
機
会

を
用
意
し
て

く
れ
た
J
I

C
A
や
愛
知

教
育
大
学
に

感

謝

し

ま

す
」
と
お
礼

影
を
述
べ
た
。

指

式
の
後
は
、

回

早
速
、
研
修

司

が
始
ま
っ
た
。

員
研
修
期
間
は
、

修

日
月
四
日
ま

研

で
で
、
こ
の

別

問
、
留
学
生

保

会
館
に
滞
在

関

し
、
同
大
で

品川

の
研
修
、
企

閉

業
な
ど
で
の

I
産
業
技
術
の

体
験
や
見
学

が
行
わ
れ
る
。


